
役 員 報 酬 規 程

社会福祉法人 東の会



(目的）

第1条 この規程は、社会福祉法人東の会（以下「当法人」という）定款の規定に基づき、理事、

監事及び評議員の報酬等について定めるものとする。

2 この規程において、定款に定める理事、監事及び評議員のほか、定款に定める評議員選任・解

任委員会委員、苦情解決マニュアルに定める第三者委員、利用者と利用者の家族の会会則に定め

る役員、その他理事長の指示又は理事会の委任を受けて会議等に出席する者（以下「役員等」と

する）にも適用する。

(報酬等の支給）

第2条 役員等には、勤務形態に応じて、次のとおり報酬等を支給する。

2 役員等が法人の経営する事業の従業員を兼務している（以下｢従業員兼務役員」という）場合、

その兼務する従業員の雇用内容により、給与規定により給与として支給する。

3 従業員兼務役員のうち理事長については、給与規定の給与の支給のほか、別表第1に定める額

の報酬を支給する。

4 非常勤役員等については、業務に応じて、別表第2に定める額の報酬を支給する。

5 報酬の支給は、従業員兼務役員は給与規定を準用し、非常勤役員等はその都度支給する。

6 役員等が職務のため出張したときは、旅費規程に基づき、その実費相当額を別途支払うことが

できる

（報酬等の額の算定方法）

第3条 役員等のうち、評議員については、定款第九条で定める金額の範囲内で、報酬を支給する

ことができる。

2 この法人の全理事の報酬総額は、別表第3に定める額以内とする。

3 この法人の全監事の報酬総額は、別表第4に定める額以内とする。

(改廃）

第4条 この規程は、評議員会の議決を経て、改廃することができる。

(補足）

第5条 この規程の実施に必要な事項は、理事長が理事会の議決を経て、別に定めることとする。
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この規程は、

この規程は、

この規程は、

この規程は、

この規程は、

この規程は、

この規程は、

この規程は、

この規程は、

平成21年4月1日より施行する。

平成27年6月1日より一部変更して施行する。

平成29年4月1日より一部変更して施行する。

平成30年1月18日より一部変更して施行する。

令和元年11月1日より－部変更して施行する。

令和3年6月17日より一部変更して施行する。

令和6年2月8日より一部変更して施行する。

令和7年12月18日より－部変更して施行する。

令和8年10月9日より－部変更して施行する。
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別表1（従業員兼務役員の報酬）
｜

’

別表2（非常勤役員等の報酬）

業務の内容 報酬の額

日額 差引支給額（源泉徴収後

の実支給額) 10, 000 円

源泉徴収すべき税額が法令改正

等により変更された場合でも、

実支給額が10, 000円とな

るよう報酬額を調整する。

会議等への出席

日額 差引支給額（源泉徴収後

の実支給額) 10, 000円

源泉徴収すべき税額が法令改正

等により変更された場合でも、

実支給額が10，000円とな

るよう報酬額を調整する。

上記の他、法人及び施設業務の

ための出勤

－

別表3（全理事の報酬総額）

別表4（全監事の報酬総額）
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役職名

理事長

報酬の額

月額 500，000円

役職名

理事

報酬総額

年間 100，000，000円

役職名

監事

報酬総額

年間 1，000，000円


